
私たちは1884年の創業以来、社会が求める技術や製品をつくり出してきました。 
「真に豊かで持続可能な社会の実現」に貢献することが私たちの使命であると認識し、 
ESG経営を推進し、SDGs（持続可能な開発目標）を意識した取組みを着実に進め、 
社会の期待と信頼に応え続けます。

強固な企業統治（Governance）を土台として、環境
（Environment）、社会（Society）に配慮した経営を行う
ことで、リスクの排除と事業機会の拡大をはかり、持続
的成長を実現します。

2015年に国連で採択された、国際的な共通目標とし
て2030年までに解決を目指す社会課題で、17の目標

（Goals）と169のターゲットで構成されています。
SDGsを意識した事業目標を設定することで、持続可能
で包摂的なビジネスモデルの構築を図ります。

世紀を超えて培ってきた素材力を核として、
絶え間ない技術革新により、
真に豊かで持続可能な社会の実現に貢献します。

1.	常に高い倫理観を持ち、公正、誠実に行動します。
2.	あらゆる業務において革新、改革、改善に挑戦し続けます。
3.	現場・現物・現実を直視し、ものごとの本質を捉えます。
4.		主体的に考え、互いに協力して迅速に行動し、粘り強くやり遂げます。
5.		組織を超えて対話を重ね、高い目標に向けて相互研鑽に努めます。

私たち古河電工グループは、人と地球の未来を見据えながら、
●	 	公正と誠実を基本に、常に社会の期待と信頼に応え続けます。
●	 	お客様の満足のためにグループの知恵を結集し、お客様とともに成長します。
●	 		世界をリードする技術革新と、あらゆる企業活動における変革に絶えず挑戦します。
●	 		多様な人材を活かし、創造的で活力あふれる企業グループを目指します。

基本理念

経営理念

行動指針

ESG経営 SDGs	（Sustainable	Development	Goals/持続可能な開発目標）

社会（S）
ダイバーシティ推進

働き方改革
地域社会への貢献  など

環境（E）
事業活動でのCO2排出量削減

環境汚染の回避
環境ビジネスの拡大  など

持続的な成長を実現
リスクの

排除
事業機会の

拡大

企業統治（G）
社外取締役の拡充

取締役会の実効性評価
指名・報酬委員会の設置  など
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古河電工グループ理念


